
  

様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の

１－②を用いること。 
 
学校名 長岡造形大学 
設置者名 公立大学法人 長岡造形大学 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

造形学部 

プロダクトデザ

イン学科 

夜 ・

通信 

 22 

 22 13  

視覚デザイン学

科 

夜 ・

通信 
 22 13  

美術・工芸学科 
夜 ・

通信 
 22 13  

建築・環境デザイ

ン学科 

夜 ・

通信 
 22 13  

（備考） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
大学ホームページに掲載している 

https://www.nagaoka-id.ac.jp/contents/pdf/course/jitsumu_tanto_kamoku.pdf 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 

学部等名 

（困難である理由） 

 

  



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 
学校名 長岡造形大学 
設置者名 公立大学法人 長岡造形大学 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
大学ホームページに掲載している 

https://www.nagaoka-id.ac.jp/info/basic/ 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 株式会社役員 ４年 
組織運営体制への

チェック機能 

非常勤 商工会議所役員 ４年 
組織運営体制への

チェック機能 

（備考） 

 

  



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 長岡造形大学 

設置者名 公立大学法人 長岡造形大学 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法や

基準その他の事項を記載した授業計画(シラバス)を作成し、公表している

こと。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

 

シラバスの作成過程、公表時期については以下のとおり行っている 

12 月上旬  各科目の担当教員にシラバス作成の手順説明および作成依頼 

1 月上旬   シラバス提出締切 

1 月～3月   シラバス確認・校正作業 

3 月下旬   シラバスの公開 

 

授業計画書の公表方法 

大学ホームページに掲載している 

https://www.nagaoka-id.ac.jp/contents/pdf/course/gaku

bu/ 

https://www.nagaoka-id.ac.jp/total_guide/course/curri

culum/ 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定してい

ること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

 

 
本学の教育目標に基づき、各授業科目について達成目標や授業計画、成績評価基準等を

シラバスに明示し、それに基づき厳正な成績評価を行い、単位を認定している。 

 



  

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するととも

に、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

 

1～100 点までの評点により、100 点～90 点を S、89 点～80 点を A、79 点～70 点を B、

69 点～60 点を C、59 点以下を Dとして成績評価基準を設け、5段階評価を行っている。

また 5 段階評価にそれぞれ S＝4、A=3、B=2、C=1、D＝0 として GP を付与し、履修した

各科目の GP にその科目の単位数を乗じたものの合計を、履修登録した科目の総単位数

で割って学期ごとに GPA を算出している。 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 

大学ホームページに掲載している 

https://www.nagaoka-id.ac.jp/contents/pdf/course/gaku

bu/ 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施してい

ること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

 

学位授与方針に基づいたカリキュラムを策定・運営し、カリキュラムの卒業要件を満た

した者に対し、学位を授与している。 

 

 

【学位授与方針】 

社会の要請を的確に認識し様々な課題に対して創造的な解決策を提示するための３つ

の力「社会人基礎力」、「構想力」、「造形力」を養うことを教育の目標とします。 

これらの能力の獲得を目的とする授業科目を履修し、卒業要件単位を修得した者に学士

課程学位を授与します。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 

大学ホームページに掲載している 

https://www.nagaoka-id.ac.jp/info/about-nid/ 

https://www.nagaoka-id.ac.jp/contents/pdf/course/gaku

bu/ 
 

  



  

様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の

４－②を用いること。 

学校名 長岡造形大学 

設置者名 公立大学法人 長岡造形大学 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 https://www.nagaoka-id.ac.jp/info/hojin-info/ 
収支計算書又は損益計算書 https://www.nagaoka-id.ac.jp/info/hojin-info/ 

財産目録  
事業報告書 https://www.nagaoka-id.ac.jp/info/hojin-info/ 
監事による監査報告（書） https://www.nagaoka-id.ac.jp/info/hojin-info/ 

 

 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称： 年度計画         対象年度：平成 26 年度～31 年度） 

公表方法：大学ホームページに掲載している 

 https://www.nagaoka-id.ac.jp/info/hojin-info/ 

中長期計画（名称： 中期計画         対象年度：平成 26 年度～31 年度） 

公表方法：大学ホームページに掲載している 

 https://www.nagaoka-id.ac.jp/info/hojin-info/ 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 
公表方法：大学ホームページに掲載している 

https://www.nagaoka-id.ac.jp/info/official/check/ 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 
公表方法：以下は公益財団法人 大学基準協会のホームページです 

https://www.juaa.or.jp/search/detail.php?id=265&page=1#result1 

 

  



  

（３）学校教育法施行規則第 172 条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業の認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関

する方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 造形学部 

教育研究上の目的（公表方法：大学ホームページに掲載している 

https://www.nagaoka-id.ac.jp/info/about-nid/） 

（概要） 

■社会人基礎力 
自然・人、社会・人との関わりに関心を持ち、主体的、自律的、継続的な学修ができ、論

理的、多面的に物事を考え抜き、状況を判断し、責任感と協調性をもって行動できる。 
■構想力 
人と造形との関係を追及する専門的・横断的な知識を身につけ、「問題の発見、原因の究

明、解決への構想、試行及び検証」を行うことができる。 
■造形力 
人・もの・自然に対する豊かな感性を備えて、「思い」を形にする伝達技術としての表現

ができる。 

卒業の認定に関する方針（公表方法：大学ホームページに掲載している 

https://www.nagaoka-id.ac.jp/info/about-nid/） 

（概要） 

社会の要請を的確に認識し様々な課題に対して創造的な解決策を提示するための３つの力 
「社会人基礎力」「構想力」「造形力」を養うことを教育の目標とします。 
これらの能力の獲得を目的とする授業科目を履修し、卒業要件単位を修得した者に学士課 
程学位を授与します。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：大学ホームページに掲載している 

https://www.nagaoka-id.ac.jp/info/about-nid/） 

（概要） 

・地域・社会や企業と連携した実践的なデザインプロジェクトにより、社会人基礎力を養

成する「地域・社会連携系」科目を拡充します。 
・構想力を重視したデザインプロセスを総合的に学ぶ演習・実習科目を強化します。 
・複合的な造形力修得のための横断的科目の充実を図ります。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：大学ホームページに掲載している 

https://www.nagaoka-id.ac.jp/info/about-nid/） 

（概要） 

社会において創造的役割を担いたいとの強い気持ちを抱き、基礎的な学力・表現力及び学

ぶ意欲を持ち、長岡造形大学でのカリキュラムを通してその実現に向けた力を養いたいと

思う者を広く受け入れる。 

 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 
公表方法：大学ホームページに掲載している 

https://www.nagaoka-id.ac.jp/info/basic/ 

 

  



  

③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 1 人 － 1 人

造形学部 － 27 人 18 人 0 人 4人 0人 49 人

造形研究科 － 0 人 1人 0人 1人 0人 2人

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

0 人 192 人 192 人

各教員の有する学位及び業績 

（教員データベース等） 

公表方法：大学ホームページで公開している。 

https://www.nagaoka-id.ac.jp/course-teacher/ 

教員情報検索はこちらをクリックして、教員名で検索、 

または、各教員をクリック。 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

就職、障がい学生の支援、授業内容に関することなどをテーマとして年に数回実施している。 

 

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並び

に進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

造形学部 230 人 254 人110.4％ 920 人 1035 人112.5％ 若干名 0人

 人 人 ％ 人 人 ％ 人 人

合計 230 人 254 人110.4％ 920 人 1035 人112.5％ 若干名 0人

（備考） 

 

 

b.卒業者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

造形学部 
245 人

（100％）

14 人

（  5.7％）

207 人

（  84.5％）

24 人

（ 9.8 ％）

 
人

（100％）

人

（  ％）

人

（  ％）

人

（  ％）

合計 
245 人

（100％）

14 人

（  5.7％）

207 人

（  84.5％）

24 人

（ 9.8 ％）

（主な進学先・就職先）（任意記載事項）（任意記載事項）日本精機(株)、グローカルマーケティング(株)、

(株)毎日新聞社、TOTO(株)、ダイハツ工業(株)、隈研吾建築都市設計事務所 

（備考） 

 



  

 

c.修業年限期間内に卒業する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載事項） 

学部等名 

 

入学者数 
修業年限期間内 

卒業者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

造形学部 
258 人

（100％）

227 人

（  88.0％）

16 人

（  6.2％）

15 人

（  5.8％）

人

（  ％）

 
人

（  ％）

人

（  ％）

人

（  ％）

人

（  ％）

人

（  ％）

合計 
258 人

（100％）

227 人

（  88.0％）

16 人

（  6.2％）

15 人

（  5.8％）

人

（  ％）

（備考） 

 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要） 

シラバスの作成過程、公表時期については以下のとおり行っている 

12 月上旬  各科目の担当教員にシラバス作成の手順説明および作成依頼 

1 月上旬   シラバス提出締切 

1 月～3月   シラバス確認・校正作業 

3 月下旬   シラバスの公開 

 

 

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要） 

本学の教育目標に基づき、各授業科目について達成目標や授業計画、成績評価基準等をシ

ラバスに明示し、それに基づき厳正な成績評価を行い、単位を認定している。 

進級、卒業および修了については要件を満たした者に対し、学務委員会および教授会にお

いて審議を行い、認定を行っている。 

学部名 学科名 
卒業に必要となる 

単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

造形学部 

プロダクトデ

ザイン学科 
124 単位 有・無 

前学期の GPA2.0 未満の

場合は 24 単位まで、2.0

以上の場合は 30 単位ま

で履修を認める 

視覚デザイン

学科 
124 単位 有・無 

美術・工芸学科 124 単位 有・無 

建築・環境デザ

イン学科 
127 単位 有・無 

ＧＰＡの活用状況（任意記載事

項） 

公表方法：大学ホームページに掲載している 

https://www.nagaoka-id.ac.jp/contents/pdf/course/gakubu/guide.pd

f 

学生の学修状況に係る参考情

報 

（任意記載事項）

公表方法：大学ホームページに掲載している 

https://www.nagaoka-id.ac.jp/ 

 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 
公表方法：大学ホームページに掲載している 

https://www.nagaoka-id.ac.jp/equipment/campusmap/ 



  

 

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

造形学部 

全学科 535,800 円 282,000 円 50,000 円
区域外入学者入学料 

その他費用として実習料を徴収 

全学科 535,800 円 141,000 円 50,000 円

区域内入学者入学料（長岡市内

在住者） 

その他費用として実習料を徴収 

 
 円 円 円 

 円 円 円 

 

 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

オフィスアワー 

オフィスアワーとは、専任教員が学生の質問・相談等に応じるために研究室などあらかじめ特

定の場所に待機する時間帯のことです。指定された時間帯であれば、学生は予約なしで訪れる

ことができます。 

本学では、年間を通じて授業期間にオフィスアワーを設定し、在学生に公開しています。 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要） 

・1年次からガイダンス、各種講座を積極的に開催 

・一人ひとりの顔が見える、マンツーマン中心の指導体制 

・豊富なインターンシップ体験を通した、実践的な就職活動 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要） 

専門的な学生相談の実施（臨床心理士によるカウンセリングを 3日/週、内科医師による健康

相談を 2回/月）している 

 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 
公表方法：大学ホームページに掲載している 

https://www.nagaoka-id.ac.jp/ 

 

 


